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大　阪

国宝・重要文化財⑥

写
真
は
保
険
証
利
用
を
案
内
す
る
ポ
ス
タ

ー
。
２
０
２
１
年
10
月
に
運
用
を
開
始
し

た
。
保
険
証
利
用
の
申
し
込
み
を
す
れ
ば
７

５
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
へ
向
け

誘
導
を
進
め
た
。

歯科医師国家試験の合格者数、受験者数、合格率の推移

輝け憲法！
平和といのちと人権を！ おおさか総がかり集会

優
美
な
意
匠 

パ
リ
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

合格率低迷　14年以降60％台

『
マ
イ
ナ
保
険
証
』で

患
者
負
担
増　
各
紙
が
報
道

　

土
佐
堀
川
に
架
か
る
淀
屋

橋
と
堂
島
川
に
架
か
る
大
江

橋
。
こ
の
２
つ
の
橋
が
重
要

文
化
財
と
い
う
と
、
驚
か
れ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

歴
史
３
６
０
年
超

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
そ
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。
淀
屋
橋
は
、
大
坂
の
中

心
市
街
・
船
場
と
中
之
島
を

結
ぶ
。
す
で
に
明
暦
元
年

　

２
０
２
２
年
の
第
１
１
５
回

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率

は
61
・
６
％
と
な
り
、
厚
労
省

が
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
１
９

８
７
年
以
降
で
最
低
だ
っ
た
。

合
格
者
数
は
１
９
９
９
人
で
、

５
年
ぶ
り
に
２
千
人
を
割
り
込

ん
だ
。

　

歯
科
国
試
の
合
格
率
の
推
移

を
み
る
と
、
上
下
動
は
あ
る
も

の
の
２
０
０
３
年
ま
で
は
概
ね

90
％
前
後
を
維
持
し
て
い
た
。

２
０
０
４
年
に
入
る
と
合
格
率

は
前
年
の
91
・
４
％
か
ら
74
・

２
％
に
下
落
。
06
年
に
一
時
80

％
台
に
回
復
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
70
％
前
後
と
低
迷
す

る
。
下
落
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
14
年
に
63
・
３
％
に
落
ち

込
む
と
、
今
に
至
る
ま
で
一
度

も
70
％
台
に
は
回
復
し
て
い
な

い
。
ち
な
み
に
、
14
年
以
降
の

医
科
の
合
格
率
は
90
％
前
後
を

推
移
し
て
お
り
、
高
い
合
格
率

を
維
持
し
て
い
る
。

　

受
験
者
数
こ
そ
３
０
０
０
〜

３
５
０
０
人
を
維
持
し
て
い
る

が
、
合
格
率
の
低
下
に
あ
い
ま

っ
て
合
格
者
数
は
３
３
６
１
人

（
１
９
８
７
年
）
↓
２
５
５
４

人
（
92
年
）
↓
２
０
２
５
人

（
２
０
１
４
年
）
と
減
少
。
特

に
14
年
以
降
の
９
年
間
は
２
０

０
０
人
前
後
で
推
移
し
、
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　

大
学
歯
学
部
で
６
年
間
の
歯

学
教
育
を
受
け
て
も
、
歯
科
医

師
に
な
れ
な
い
歯
学
士
が
毎
年

約
１
千
人
も
生
ま
れ
る
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
対
応
の
医

療
機
関
・
薬
局
が
算
定
で
き

る
「
電
子
的
保
健
医
療
情
報

活
用
加
算
」
が
こ
の
４
月
か

ら
診
療
報
酬
に
新
設
さ
れ

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
使
う

と
３
割
負
担
の
人
で
初
診
時

に
21
円
、
再
診
時
に
12
円
上

乗
せ
、
従
来
の
保
険
証
で
も

初
診
時
９
円
の
患
者
の
窓
口

負
担
が
生
じ
る
。
メ
デ
ィ
ア

は
ど
う
報
じ
た
か
。

　

『
朝
日
新
聞
』
は
３
月
29

日
付
デ
ジ
タ
ル
版
で
「
利
用

促
進
な
の
…
？
低
迷
の
『
マ

イ
ナ
保
険
証
』
、

４
月
に
患
者
負
担

増
」
と
の
見
出
し

で
紹
介
。
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
設
置

を
申
し
込
ん
だ
施

設
が
57
・
４
％
を

超
え
て
い
る
一
方

で
、
導
入
を
見
合

わ
せ
て
い
る
医
療

機
関
が
少
な
く
な

い
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、

「
患
者
負
担
増
へ
の
患
者
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
、
そ
れ
を

見
越
し
て
医
療
機
関
側
も
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
よ
う
だ

と
、
利
用
促
進
の
た
め
の
診

療
報
酬
引
き
上
げ
が
あ
べ
こ

べ
の
結
果
を
招
き
か
ね
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

　

新
聞
各
社
に
配
信
す
る

『
共
同
通
信
』
は
３
月
28
日

付
で
、
政
府
は
診
療
報
酬
を

引
き
上
げ
て
医
療
機
関
の
体

制
整
備
を
促
す
が
、「
唐
突

な
患
者
へ
の
し
わ
寄
せ
に
反

発
の
声
も
上
が
る
」
と
書
い

た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
わ

な
い
患
者
の
負
担
が
増
え
る

の
は
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
受
け

取
ら
れ
か
ね
な
い
」
と
指
摘

す
る
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
安
藤
伸

樹
理
事
長
ら
の
コ
メ
ン
ト
を

紹
介
し
た
。

（
１
６
５
５
）
の
「
大
坂
三

郷
町
絵
図
」
に
も
描
か
れ
て

お
り
、
少
な
く
と
も
３
６
０

年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。

　

大
川
の
中
洲
だ
っ
た
中
之

島
を
開
発
し
て
、
こ
の
橋
を

架
け
た
と
さ
れ
る
の
が
豪
商

・
淀
屋
で
あ
る
。
淀
屋
は
、

堂
島
の
米
市
を
立
て
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
利
便

を
は
か
る
た
め
に
架
橋
し
た

と
も
い
わ
れ
る
。
淀
屋
の
名

は
淀
屋
橋
に
な
っ
た
が
、
そ

の
初
代
・
淀
屋
常
安
の
名
も

土
佐
堀
川
に
架
か
る
常
安
橋

に
残
っ
て
お
り
、
橋
と
の
深

い
ゆ
か
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

ち
な
み
に
、
大
阪
に
は
人

名
の
つ
い
た
橋
が
多
い
。
心

斎
橋
（
岡
田
心
斎
）
、
太
左

衛

門

橋
（

大

坂

太

左

衛

門
）
、
末
吉
橋
（
末
吉
孫
左

衛
門
）
、
佐
野
屋
橋
（
佐
野

屋
弥
平
）
な
ど
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

大
震
災
を
教
訓
に

　

一
方
、
大
江
橋
は
堂
島
の

開
発
に
伴
っ
て
、
渡
辺
橋
や

田
蓑
橋
と
と
も
に
元
禄
年
間

（
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
）

に
架
橋
さ
れ
た
。
堂
島
の
開

発
は
中
之
島
よ
り
遅
れ
る
か

ら
、
橋
も
少
し
新
し
い
。
そ

れ
で
も
３
０
０
年
を
超
え
る

歴
史
が
あ
る
。

　

現
在
の
淀
屋
橋
・
大
江
橋

は
、

昭
和
10
年
（
１
９
３

５
）
に
完
成
し
た
。
重
厚
な

石
橋
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
よ

っ
て
橋
の
耐
震
・
耐
火
が
重

要
だ
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
教

訓
が
両
橋
に
も
生
か
さ
れ

た
。

デ
ザ
イ
ン
に
工
夫

　

意
匠
は
設
計
競
技
（
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
）
を
経
て
決
め

ら
れ
た
が
、
秀
逸
な
の
は
剥

き
出
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

見
せ
ず
、
花
崗
岩
を
張
っ
て

優
美
に
仕
上
げ
た
こ
と
だ
。

高
欄
、
照
明
灯
、
バ
ル
コ
ニ

ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
配
慮
に
よ
り
、
パ

リ
の
よ
う
だ
と
も
い
わ
れ
る

美
し
い
川
と
橋
の
景
観
が
誕

生
し
た
。
２
つ
の
橋
は
、
貴

重
な
近
代
土
木
遺
産
と
認
め

ら
れ
、
平
成
20
年
（
２
０
０

８
）
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。

（
船
越
幹
央
・
大
阪
歴
史
博

物
館
）

日　時：５月３日（火・祝）14時～
場　所：扇町公園
YouTubeで中継します。

大谷龍雄のデザインによって造られた淀屋橋。
鉄筋コンクリート造アーチ橋。橋梁設計の分野
では珍しいデザインの一般公募で造られた　　

淀屋橋・大江橋淀屋橋・大江橋（重要文化財）（重要文化財）

日
時　

５
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

堀
口
正
二
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料

定
員　

20
人
（
事
前
申
込
制
）

ス
タ
ッ
フ
採
用
、
雇
用
契
約
の
留
意
点
〜
雇
用
相
談

事
例
、
最
近
の
相
次
ぐ
法
改
正
を
ふ
ま
え
て

医
科
・
歯
科
協
会
共
催　

雇
用
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

 

西
真
紀
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯
・

歯
周
病
予
防
を
要
求
す
る
会
」（
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）理
事
長
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

北
欧
モ
デ
ル
の
齲
蝕
予
防
の
考
え
方

ス
タ
ッ
フ
対
象

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
歯
科
衛
生
士
対
象

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

20
人

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

医
療
接
遇
研
修

ス
タ
ッ
フ
対
象

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

大
谷
学
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

１
０
０
人

訪
問
診
療
へ
の
取
り
組
み
（
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

義
歯
）

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
６
月
度
生
涯
研
修

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

市
民
講
座日

時　

６
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

濱
島
淑
恵
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
教
授
）

会
費　

無
料

定
員　

現
地
60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

無料相談

法
律　

５
月
９
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

５
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

５
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。
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①


